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西
蒲
田
在
住
で
、
親
子
三
代
（
お
母 

様
、
ご
自
身
そ
し
て
お
子
様
）
が
相
生

小
学
校
出
身
と
い
う
、
女
優
の
伊
東
知

香
（
一
九
七
五
―
）
さ
ん
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

小
学
校
・
中
学
校
で
は
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
で
活
躍
。
今
で
も
特
技
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

高
校
時
代
よ
り
ダ
ン
ス
を
学
び
、
の

ち
東
京
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
院
放
送
演
技
科

の
特
待
ク
ラ
ス
を
経
て
、
卒
業
後
、
三

輪
明
宏
主
演
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
劇
場
「
近
代

能
楽
集
葵
の
上
」
で
葵
役
に
抜
擢
さ
れ

ま
し
た
。
青
山
劇
場
で
の
「
黒
蜥
蜴
」

出
演
の
際
に
演
出
補
で
あ
っ
た
森
井
睦

氏
と
出
会
い
、
一
九
九
八
年
、
同
氏
主

宰
の
劇
団
ピ
ー
プ
ル
シ
ア
タ
ー
に
所
属
。 

        

以
降
、
劇
団
公
演
の
主
役
を
数
々
務
め

る
。 

 

自
身
の
代
表
作
に
な
っ
て
い
る
「
焼

け
焦
げ
る
た
ま
し
い
」
で
は
、
中
東
の

内
戦
に
人
生
を
狂
わ
さ
れ
る
女
性
の
一

二
～
六
〇
歳
を
一
人
で
演
じ
ま
し
た
。 

 

高
橋
お
伝
の
「
女
の
ほ
む
ら
」
で
は
、

女
優
小
山
明
子
と
同
じ
、
お
伝
の
役
を

演
じ
分
け
、
ま
た
、
劇
団
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ケ
ー
キ
公
演
「
楽
屋
」
で
は
女
優
Ｃ

を
演
じ
る
な
ど
、
芯
の
あ
る
強
い
役
柄

を
得
意
と
し
、
艶
や
か
な
表
現
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
三
年
、
朝
日
新
聞
の
「
Ｔ
Ｖ

フ
ェ
イ
ス
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ

ラ
ム
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
各
番
組
な

ど
で
輝
い
て
い
る
人
、
独
自
の
存
在
感

を
見
せ
て
い
る
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

 
テ
レ
ビ
で
は
橋
田
壽
賀
子
ド
ラ
マ
Ｓ

Ｐ
「
結
婚
」
、
「
シ
ョ
コ
ラ
４
」
、
「
純
情

き
ら
り
」
、
「
奇
跡
体
験
！
ア
ン
ビ
リ
バ

ボ
ー
」
、「
こ
た
え
て
ち
ょ
う
だ
い
」
、「
踊

る
さ
ん
ま
御
殿
」
、「
新
幹
線
物
語
」
、「
女

の
事
件
簿
」
等
々
多
数
出
演
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
出
演
中
は
、
長
野
朝
日
放

送
「
Ｕ
ぐ
る
っ
Ｔ
Ｖ
」
。 

直
近
の
出
演
予
定
は
、
劇
団
Ｄ
ｏ
ｔ

ｏ
ｏ

!
公
演
「
三
角
で
四
角
な
マ
ル
」 

で
す
。 

 
 

 

作
・
演
出
＝
福
田
卓
郎 

 

三
月
五
日(

金)

～
九
日(

火)
 

下
北
沢
駅
前
劇
場 

 

劇
団
Ｈ
Ｐ 

h
t
t
p
:
/
/
d
o
-
m
o
.
c
o
m
 

 
 出

演
舞
台 

二
〇
一
七
年
「
燃
え
上
が
る
荒
野
」「
バ 

ク
ダ
ッ
ト
の
兵
士
た
ち
」 

二
〇
一
六
年
「
新
宿
カ
ン
タ
ー
タ
」「
言 

葉
と
音
楽
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
」 

「
カ
ル
タ
ゴ
の
人
々
」 

二
〇
一
五
年
「
バ
ク
ダ
ッ
ト
の
兵
士
た 

ち
」
「
新
宿
・
夏
の
渦
」
「
黄 

金
色
の
翼
に
乗
り
て
」 

二
〇
一
四
年
「
嘆
き
の
ベ
イ
ル
ー
ト
」 

「
言
葉
と
音
楽
の
セ
ッ
シ 

ョ
ン
」 

二
〇
一
三
年
「
幻
の
王
」
「
蝦
夷
地
別 

件
」
「
言
葉
と
音
楽
の
セ
ッ 

シ
ョ
ン
」
「
女
の
ほ
む
ら
」 

 

お
子
様
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
応
援
に 

行
く
の
が
楽
し
い
と
、
気
さ
く
な
笑
顔 

が
素
敵
で
し
た
。 

身
長
一
六
三
㎝
・
四
八
㎏
…
ス
ラ
リ 

と
し
た
美
人
で
す
。
背
筋
は
ピ
ン
と
伸

び
て
、
現
役
女
優
の
オ
ー
ラ
を
感
じ
ま

し
た
。 

（
取
材 

池
田
・
下
山
・
伊
藤
委
員
） 

第７７号 

 

わ
が
ま

ち

の
顔

 

 
 

 

女
優 

 

伊
東

い

と

う 

知 ち

香 か 

さ
ん 

 

伊東 知香 さん 
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レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
店
で
、
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
飾
ら
れ
て
い
る
精
巧
な
〝
食

品
サ
ン
プ
ル
〟
の
出
来
栄
え
に
、
し
ば

し
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
を

お
持
ち
の
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。
近
年

は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
食
品
サ
ン
プ
ル
や

ス
ト
ラ
ッ
プ
が
、
外
国
人
旅
行
者
の
お

土
産
と
し
て
人
気
が
あ
る
と
も
聞
い
て

い
ま
す
。 

  
 

                   

   

食
品
サ
ン
プ
ル
は
、
飲
食
店
の
店
頭 

や
店
内
に
陳
列
さ
れ
る
料
理
の
模
型
で
、 

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日 

本
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
日 

本
に
は
「
目
で
楽
し
む
、
目
で
食
べ
る
」 

独
自
の
文
化
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
れ
ら
食
品
サ
ン
プ
ル
で
シ
エ
ア
日 

本
一
と
い
う
、
西
蒲
田
八
丁
目
の
「
株 

式
会
社
岩
崎
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
同
社
は
一
九
三
二
年(

昭
和
７
）
、
創 

業
者
＝
岩
崎
瀧
三
氏
（
一
八
九
五
―
一 

九
六
五
）
が
大
阪
で
岩
崎
製
作
所
を
創 

立
し
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。
「
そ
ご
う 

（
十
合
）
」
百
貨
店
で
初
め
て
食
品
模 

型
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
五
二
年 

（
昭
和
27
）
、
御
園
二
丁
目
と
い
わ
れ 

 

た
現
在
地
に
東
京
支
店
を
開
業
し
、
一 

 
 

九
五
八
年(

昭
和
33)

に
は
、
米
国
向
け 

ビ
フ
テ
キ
三
〇
〇
〇
点
の
大
量
注
文
を 

受
け
て
初
輸
出
。
（
食
品
サ
ン
プ
ル
と 

し
て
で
は
な
く
、
ビ
ー
ル
の
販
促
グ
ッ

ズ
と
し
て
で
し
た
が
…
…
） 

 

や
が
て
社
内
に
技
術
研
究
室
を
設
け 

て
本
格
的
な
合
成
樹
脂
に
よ
る
成
型
の 

研
究
を
開
始
し
、
一
九
八
三
年
（
昭
和 

58)

、
国
際
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
シ 

ョ
ウ
に
初
出
展
し
ま
す
。
続
い
て
一
九 

八
八
年
（
昭
和
63)

、
第
一
回
「
お
い 

し
さ
の
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
し
、
食 

品
サ
ン
プ
ル
製
作
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け

る
受
賞
作
品
を
一
般
公
開
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
（
平
成
11)

、 

日
蘭
交
流
四
〇
〇
周
年
の
記
念
事
業
に
、 

日
本
文
化
を
代
表
す
る
一
商
品
と
し
て 

食
品
サ
ン
プ
ル
が
選
定
さ
れ
、
オ
ラ
ン 

ダ
巡
回
博
覧
会
へ
出
展
し
ま
し
た
。
翌 

年
（
平
成
12
）
、
食
品
サ
ン
プ
ル
用
新
素

材
「
エ
コ
ラ
」
開
発
。
二
〇
一
一
年
（
平 

成
23)

に
は
「
元
祖
食
品
サ
ン
プ
ル
屋
」 

を
立
上
げ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ 

ン
店
、
合
羽
橋
店
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
店
な
ど
で
食
品
サ
ン
プ
ル
の
技
術
を

生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
商
品
の 

                    

 

販
売
も
し
て
い
ま
す
。 

 

食
品
サ
ン
プ
ル
は
、
昭
和
初
期
、
外

食
が
日
常
の
行
為
と
し
て
流
行
し
始
め

る
と
日
本
中
に
広
が
り
、
外
食
文
化
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
ま
し

た
。 

 

岩
崎
瀧
三
氏
が
食
品
サ
ン
プ
ル
に
出 

会
っ
た
頃
は
ま
だ
食
品
模
型
・
料
理
模

型
と
呼
ば
れ
、
事
業
化
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

瀧
三
氏
は
こ
れ
に
取
り
組
み
、
試
行 

錯
誤
を
か
さ
ね
て
製
造
方
法
を
編
み
出 

し
、
大
阪
で
創
業
し
た
の
で
す
が
、
食 

                  

食
品
サ
ン
プ
ル
の 

「
イ
ワ
サ
キ
」 

岩崎 瀧三 氏 １号記念オムレツ 

おいしさのアート展  

おいしさのアート展  

食品サンプル製作コンクー

ル 
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品
サ
ン
プ
ル
の
第
一
号
は
、
な
ん
と
奥 

様
が
作
っ
た
オ
ム
レ
ツ
で
し
た
！ 

忠 

実
に
再
現
さ
れ
、
本
物
と
見
間
違
え
る 

ほ
ど
の
リ
ア
ル
さ
、
驚
き
と
感
動
は
今 

も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
記
念
す 

べ
き
第
一
号
の
「
記
念
オ
ム
」
の
レ
プ

リ
カ
は
、
東
京
本
社
の
一
階
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

                        

 

こ
れ
ら
食
品
サ
ン
プ
ル
は
、
ど
の
よ 

う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

① 

型
の
形
成
…
…
食
材
に
シ
リ
コ
ン 

を
流
し
込
み
、
写
し
取
っ
た
型
を
製 

作
す
る
。 

② 

型
採
り
…
…
色
付
け
さ
れ
た
樹
脂 

を
ゆ
っ
く
り
と
型
に
流
し
入
れ
、
オ 

ー
ブ
ン
で
加
熱
し
固
め
る
。 

③ 

成
形
取
り
出
し
…
…
固
ま
っ
た
パ 

ー
ツ
を
型
か
ら
取
り
出
し
、
は
み
出 

し
た
部
分
な
ど
を
修
正
す
る
。 

④ 

着
色
…
…
エ
ア
ブ
ラ
シ
や
筆
を
使 

っ
て
、
実
物
写
真
を
見
な
が
ら
着
色 

す
る
。 

⑤ 

盛
り
付
け
…
…
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真 

に
合
わ
せ
て
、
接
着
し
な
が
ら
盛
り 

付
け
る
、
最
後
に
ツ
ヤ
を
出
し
て
仕 

上
げ
る
。 

以
上
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
工
程
に
は 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          

 

 

二
～
三
週
間
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。 

 

元
祖
食
品
サ
ン
プ
ル
屋
で
は
、
実
際

に
食
品
サ
ン
プ
ル
を
製
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
食
品
サ
ン
プ
ル
製
作
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
製
作
体
験
で
は
、
昔

な
が
ら
の
蝋
を
使
っ
た
技
法
を
ベ
ー
ス

に
、
現
代
の
食
品
サ
ン
プ
ル
職
人
の
技

術
と
発
想
を
生
か
し
開
発
し
た
、
独
自

の
製
作
体
験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
岩
崎
は
、
食
品
サ
ン
プ
ル
の
製 

作
だ
け
で
は
な
く
、
店
舗
の
メ
ニ
ュ
ー 

ブ
ッ
ク
・
チ
ラ
シ
等
の
販
促
ツ
ー
ル
や
、 

医
療
関
係
の
栄
養
指
導
フ
ー
ド
モ
デ
ル 

と
し
て
、
糖
尿
病
食
・
離
乳
食
等
の
フ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

               

 ー
ド
モ
デ
ル
も
製
作
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
高
い
製
造
技
術
と
き 

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
食
品
サ 

ン
プ
ル
を
全
国
に
広
め
、
飲
食
店
に
サ 

ン
プ
ル
ケ
ー
ス
を
置
く
と
い
う
日
本
独 

自
の
ス
タ
イ
ル
の
普
及
に
貢
献
し
た
岩 

崎
瀧
三
氏
。
そ
し
て
「
繁
盛
の
お
手
伝

い
」
を
合
言
葉
に
前
進
す
る
現
代
表
取

締
役
の
岩
崎
毅
氏
。 

 

更
な
る
ご
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

（
取
材 

髙
橋
・
佐
藤
・
近
藤
委
員
） 

                   

（左）ハンバーグセット、（右）ナポリタン 

ステーキ 
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「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
情
報
紙
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、 

ま
た
は

投
稿
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局 

 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
一-

一 

電
話 

 

３
７
３
２
・
４
７
８
５ 

 

  

 

   

●
東
京
区
部
の
変
遷 

上
表
の
よ
う
に
、
大
き
く
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
。 

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八)

、
郡
区
町

村
編
成
法
に
よ
り
東
京
府
は
一
五
区
六

郡
と
な
る
。
同
二
二
年
、
区
部
は
新
設

の
東
京
市
（
昭
和
18
か
ら
都
）
の
下
部

組
織
と
な
っ
て
、
急
激
な
都
市
化
と
共

に
二
〇
区
を
加
え
て
三
五
区
の
時
代
を

迎
え
た
が
、
戦
災
で
焦
土
と
化
し
た
。

そ
の
復
興
の
な
か
で
二
三
区
（
特
別
区
）

に
整
理
統
合
さ
れ
て
今
日
に
至
る
。 

●
大
田
区
の
歴
史 

 
 

 
 

 
 

 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
、
市
制
町

村
制
の
施
行
で
、
東
京
府
荏
原
郡
の
う

ち
現
大
田
区
の
エ
リ
ア
で
は
、
以
下
の

九
村
が
発
足
し
、
の
ち
町
制
を
施
行
し

て
い
る
。 

 

Ａ 

＊
大
森
村
＝
明
治
30
→
大
森
町 

＊
入
新
井
村
＝
不
入
斗
村
＋
新
井
宿
村
、 

大
正
８
→
入
新
井
町 

＊
池
上
村
＝
石
川
村
＋
雪
ヶ
谷
村
＋
池 

上
村
（
大
部
分
）
＋
市
野
倉
村
＋
馬 

込
領
桐
ヶ
谷
村
＋
堤
方
村
＋
下
池
上 

村
＋
徳
持
村
＋
久
ヶ
原
村
＋
道
々
橋 

村
、
大
正
15
→
池
上
町 

＊
馬
込
村
＝
馬
込
村
＋
池
上
村(

一
部
）
、 

 

昭
和
３
→
馬
込
町 

＊
調
布
村
＝
鵜
ノ
木
村
（
大
部
分
）
＋ 

嶺
村
＋
下
沼
部
村
（
大
部
分
）
＋
上 

沼
部
村
、
昭
和
３
→
東
調
布
町 

 

Ｂ 

＊
羽
田
村
＝
麹
谷
村
＋
萩
中
村
＋
鈴
木 

新
田
＋
羽
田
猟
師
町
＋
羽
田
村
、
明 

治
40
→
羽
田
町 

＊
蒲
田
村
＝
女
塚
村
＋
御
園
村
＋
北
蒲 

田
村
＋
蒲
田
新
宿
村
＋
鵜
ノ
木
村 

（
一
部
）
、
大
正
11
→
蒲
田
町 

＊
矢
口
村
＝
蓮
沼
村
＋
道
塚
村
＋
小
林 

 

村
＋
安
方
村
＋
原
村
＋
今
泉
村
＋
古 

 

市
場
村
＋
矢
口
村
＋
下
丸
子
村
＋
鵜 

ノ
木
村(

一
部
）
、
昭
和
３
→
矢
口
町 

＊
六
郷
村
＝
雑
色
村
＋
八
幡
塚
村
＋
町 

屋
村
＋
高
畑
村
＋
古
川
村
、
昭
和
３ 

→
六
郷
町 

 

昭
和
七
年(

一
九
三
二
）
、
上
記
が
東 

京
市
に
編
入
さ
れ
、
Ａ
の
五
町
域
を
も 

っ
て
大
森
区
が
、
Ｂ
の
四
町
域
を
も
っ 

て
蒲
田
区
が
誕
生
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
を
経
て
昭
和 

二
二
年
（
一
九
四
七
）
、
大
森
区
と
蒲 

田
区
が
合
併
し
て
大
田
区
が
成
立
。
区 

名
は
両
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
字
ず
つ
を 

採
用
し
た
が
、
台
東
区
な
ど
他
の
合
併 

区
で
新
名
称
が
紛
糾
す
る
な
か
で
単
純 

明
解
、
唯
一
の
合
成
地
名
と
し
て
知
ら 

れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
。
旧

蒲
田
区
の
マ
ー
ク
っ
て
、
ど
ん
な
だ
っ 

 

た
の
だ
ろ
う
？ 

 

調
べ
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
判
明

せ
ず
・
・
・
・
・
・
。 

（
取
材 

山
口
委
員
） 

                    

麴 

町 

神 

田 

日
本
橋 

京 

橋 

芝 麻 

布 

赤 

坂 

四 

谷 

牛 

込 

小
石
川 

本 

郷 

下 

谷 

浅 

草 

本 

所 

深 

川 

  

明

治

11

年

～

15

区 

品 

川 

目 

黒 

荏 

原 

大 

森 

蒲 

田 

世
田
谷 

渋 

谷 

淀 

橋 

中 

野 

杉 

並 

豊 

島 

滝
野
川 

荒 

川 

王 

子 

板 

橋 

足 

立 

向 

島 

城 

東 

葛 

飾 

江
戸
川 

 

昭
和
７
年 

～
35
区 

千
代
田
（
麴
町
＋
神

田
） 

中 

央
（
日
本
橋
＋

京
橋
） 

港 

（
芝
＋
麻
布
＋

赤
坂
） 

新
宿 

(

四
谷
＋
牛
込

＋
淀 

 
 

橋
） 

文 

京
（
小
石
川
＋

本
郷
） 

台 

東
（
下
谷
＋
浅

草
） 

墨 

田
（
本
所
＋
向

島
） 

江 

東
（
深
川
＋
城

東
） 

品 

川
（
品
川
＋
荏

原
） 

目 

黒
（
目
黒
） 

大 

田
（
大
森
＋
蒲

田
） 

世
田
谷
（
世
田
谷
） 

渋 

谷
（
渋
谷
） 

中 

野
（
中
野
） 

杉 

並
（
杉
並
） 

豊 

島
（
豊
島
） 

北 
 

（
滝
野
川
＋

王
子
） 

荒 

川
（
荒
川
） 

板 

橋
（
板
橋
） 

練 

馬
（
板
橋
） 

足 

立
（
足
立
） 

葛 

飾
（
葛
飾
） 

江
戸
川
（
江
戸
川
） 

昭
和

22
年 

～
23
区 

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 3 2 , 2 55 人  

女 2 9 , 8 92 人  

計 6 2 , 1 47 人  

世帯 35 , 8 92 世 帯  

令和３年 ２月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

東
京
二
三
区
（
大
田
区
）
の
誕
生 


